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今
ま
で
の
質
問
の
精
査
と
進
捗
は

問
選
挙
権
の
満
18
歳
以
上
へ
の
引
き
下
げ
を
機
に
、
若

者
と
政
治
を
ど
の
よ
う
に
結
び
付
け
る
か
。
若
者
が
市
政

に
関
心
を
持
つ
よ
う
な
取
り
組
み
は
。

企
画
部
長

少
子
高
齢
化
時
代
に
突
入
し
た
中
で
、
次

世
代
を
担
う
若
者
の
意
見
に
耳
を
傾
け
る
こ
と
は
大
変
有

意
義
で
あ
る
。
現
在
、
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
・
創
生
総

合
戦
略
を
策
定
す
る
調
査
段
階
で
、
市
内
お
よ
び
津
島

市
に
あ
る
高
校
の
3
年
生
約
１
千
500
名
を
対
象
に
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
を
行
い
、
意
見
を
参
考
に
し
な
が
ら
計
画
を

し
て
い
る
。

問
政
治
と
行

政
を
結
び
付
け

る
た
め
の
若
者

政
策
ワ
ー
キ
ン

グ
な
ら
び
に
、

若
者
議
会
を
立

ち
上
げ
て
は
。

問
今
ま
で
の
質
問
の
精
査
と
進
捗
を
問
う
。
専
門
的
見

地
か
ら
外
部
監
査
を
受
け
る
べ
き
だ
。

総
務
部
長

高
額
な
費
用
が
掛
か
る
、
現
時
点
で
外
部

監
査
制
度
は
必
ず
し
も
必
要
で
な
い
。

問
事
業
予
算
執
行
で
随
意
契
約
へ
の
指
摘
が
あ
っ
た
。

今
後
の
対
策
は
。

企
画
部
長

予
算
執
行
書
の
様
式
を
改
め
、
適
用
条
項
、

適
用
理
由
、
業
者
選
定
理
由
、
選
定
業
者
数
な
ど
を
記
載

し
、
チ
ェ
ッ
ク
体
制
の
強
化
を
図
っ
て
い
る
。

問
駅
を
核
と
す
る
ま
ち
づ
く
り
で
佐
屋
・
永
和
の
進
捗

は
。

経
済
建
設
部
長

佐
屋
駅
は
、
鉄
道
業
者
と
し
っ
か
り

打
ち
合
わ
せ
を
進
め
る
。
永
和
駅
周
辺
は
、
活
性
化
が
必

要
な
場
所
と
考
え
る
。

市
長

駅
周
辺
の
活
性
化
は
、
市
と
し
て
重
要
と
考
え

て
い
る
。
鉄
道
業
者
、周
辺
関
係
自
治
体
と
情
報
共
有
し
、

ま
た
、
地
元
の
み
な
さ
ん
に
も
十
分
認
識
を
持
っ
て
い
た

だ
き
、
最
大
限
協
力
い
た
だ
き
た
い
。

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
利
用
し
て
市
民
参
画
を

問
弥
富
市
は
、
ス
マ
ホ（
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
）の
無
料
ア

プ
リ（
i
広
報
）を
使
っ
て
お
り
、
広
報
を
ス
マ
ホ
で
ペ
ー

ジ
を
め
く
る
よ
う
に
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

ま
た
、
半
田
市
で
は
、
道
路
の
不
具
合
や
公
共
施
設
の

破
損
情
報
を
、
無
料
ア
プ
リ
か
ら
市
民
に
ア
ッ
プ
ロ
ー
ド

し
て
も
ら
う
こ
と
に
よ
り
、
写
真
付
き
で
G
P
S
機
能
で

場
所
の
特
定
も
で
き
る
の
で
、
迅
速
に
市
は
対
応
で
き
る

（
マ
イ
レ
ポ
は
ん
だ
）。
行
政
が
無
料
ア
プ
リ
を
使
う
こ
と

は
、
一
般
的
に
な
り
つ
つ
あ
る
。
導
入
の
考
え
は
。

総
務
部
長

全
国
的
に
導
入
事
例
が
少
な
い
。
検
証
を

行
い
判
断
す
る
。

問
こ
れ
か
ら
は
、
積
極
的
に
先
行
し
て
取
り
組
む
こ
と

が
重
要
。
若
い
職
員
に
意
見
を
聞
い
た
の
か
。

総
務
部
長

 

聞
い
て
い
な

い
。

吉
川
三
津
子
議
員

若
者
と
政
治
を
結
び
付
け
る
考
え
方
は

大
野
則
男
議
員

▲岩倉市の若者政策ワーキング案内用チラシ

▲スマホで情報提供

市
長

若
者
が
市
政
に
対
し
て
、
興
味
を
持
っ
て
い
た

だ
け
る
よ
う
に
努
力
す
る
。提
案
を
い
た
だ
い
た
案
件
は
、

内
容
な
ど
を
検
討
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
。


